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ネイティブの先生紹介！（スコット先生） 今年の春から国際語科で教えてくださっている、スコット先生にコメ

ントをいただきました！

In English we have a saying,“Keep your nose to the grindstone.” It has many uses, but one of them is not
seeing the world around you, because you’ re too focused on your own work. My 6 months at Yokohama
Hayato sounds like a long time, but there are still buildings in the school I haven’ t even entered! I think
my nose is on the grindstone, but what about yours?

きょうされん全国大会のボランティアに参加しました！（９月２２日、２３日） 障がいのある方々が働

いている場所「作業所」は、生徒が通学する希望ヶ丘駅にもありますが、全国の作業所の職員や

そこで働く障がいのある方々の全国集会が、パシフィコ横浜で行われました。横浜隼人もその運

営のボランティアとして４９人（うち国際の生徒は２１人）が会場で速報を配ったりホールの誘

導などを行いました。

「笑顔で全国から来た 元気に挨拶を 夏に交流した横須賀の 青いＴシャツが

方をお迎えしてください」 しながら配布 緑が丘学園の方と一緒に きょうされんのスタッフ

短期留学生徒 留学への抱負！ ３ヶ月間の短期留学生１８人が９月２９日に成田を出発しました。出発前に抱負を書いてもらった

のでここで紹介します。３ヶ月後のみんなの成長に期待！

★多くの外国人の生徒と話して、カナダの文化や流行を知り、日本の文化を発信して国際人としてのコミュニケーション能力を向上

させる（２Ａ○○○○）★文章にならなくても伝えたいという気持ちが伝わるようにしたいです。自分がやりたいと思うことはどん

どん挑戦して、三ヶ月が無駄にならにように楽しく過ごしたいです（１Ｂ○○○○）★帰ってきて親に感動されるほどの上達をすれ

ばきっと成果がでたのだと実感すると思います。とにかく泣かずにホームシックにならずに１日１日を大切にしていこうとがんばり

ます（２Ｂ○○○○）★早い時期からカルチャーショックを受けそれに対応できるようになりたいです。学校に戻っても自分から積

極的に話しかけられるようになりたい（１Ａ○○○○）★カナダの行事などを実際に見て経験ができることを楽しみにしています。

またホストファミリーと楽しく笑顔で過ごせる３ヶ月間を送って生きたいと思います（２Ｂ○○○○）★カナダで友だちを作り、日

本でも Keep in touchしたい。不安もいっぱいですが、精一杯取り組みたい（２Ａ○○○○）★行くからには少しでも語学力を伸ばし
たい。そのためには自分から積極的に話しかけることが重要だと思います。アメリカ研修ではそれができなかったので、カナダでは

積極的になってたくさん友だちを作り、表現力も上げたいです（２Ａ○○○○）★「変わる」私の抱負は英語をたくさん話せていろ

いろな英語を覚えてくるのはもちろん、一番の目標というか願いは、人として成長し変わることです。いつも人に頼ってばかりだっ

たけれど、一人で考えて解決を導いたり、外国人のように明るくフレンドリーで今までにない自分を見つけたいです（２Ｂ○○○○）

★カナダでも隼人生としての自覚を忘れず、真面目に生活していきたいと思います（２Ａ○○○○）★友人や家族のさまざまな意見

を聞いて今回の留学に踏み切ることができました。自分の視野をもっともっと広くしていきたいと思っています（２Ａ○○○○）★

今回、カナダ留学に行かせてもらうことに感謝し、一日一日を大切に充実した３ヶ月を送れるようにしたいです（２Ａ○○○○）★

長いようで短い今回の体験は、たくさん楽しみたいですが、楽しむだけではなく勉強なども一生懸命頑張りたいです。今回の体験を

通して、自分の将来の夢や目標、大学なども決めていきたいです（１Ｂ○○○○）★短期留学で自分の視野を広げて今後の大学やそ

の先の就職を決めようとも思っています。今回の短期留学へ行かせてくれた父、母や先生方に感謝してカナダへ行きたいと思います

（１Ｂ○○○○）★留学先では日本にはない雰囲気を感じ、日本語を話せない環境の中で積極的にコミュニケーションを図り、英語

力をつけたいです。誰もが体験できることではないので、そして初めての海外なので楽しんで学べればいいと思います（１Ｃ○○○

○）★この高校時代にこの短期留学をすることは滅多にないことだと思います。その場でいろいろなものを吸収し、経験したいと思

っています。悔いのないような時間を過ごしたいです（１Ｃ○○○○）★高校に入学する前からとても留学す

ることに興味を持っていました。しかしいざ留学となると緊張や不安が日を増すごとに重なってきました。で

も行くことに賛成してくれた親、応援してくれたクラスメートや部活友だち。自分が行ってよかったと思える

ように、３ヶ月の生活を有意義なものにできるよう頑張りたいと思います。

よこはま国際フェスタ２０１４～今年も参加します！ 横浜の国際協力・国際交流のこの大きなイベン

トには、国際語科も２００３年からブースを出しています。毎年７０名以上の国際語科の生徒が

ブースやフェスタ全体の運営ボランティアで参加しています。実行委員の生徒から一言。

「今年はＮＧＯやＮＰＯ団体だけでなく、いくつかの大使館のブースも設けられています。さま

ざまな国や地域の文化や食に触れることができ、ボランティアを通じてさらに国際の輪を広げて

いきたいと思います」（４人、いずれも２－Ａ）

ようこそ先輩！（９月１０日）今日は徳澤穂香先輩（玉川大学）、太田志穂先輩（東洋英和女学院大学）が来校しま

した。徳澤先輩は３年間女子野球部で活躍して文武両道をがんばってきました。太田先輩は瀬谷ボランティア

バスなど数多くのボランティア活動に参加し、今行われている釜石の方々との文通プロジェクトを立ち上げま

した。どちらの先輩も国際語科のお手本となる方々です。今回お話しできなかった生徒は、次回来校したとき

に是非！


